
第１２回 

東京外環地下水検討委員会 

主な意見 

 

○地下水位の観測について 

・中央ＪＣＴ・東八道路ＩＣ周辺地域の深層地下水については、

経年的な水位上昇が認められるが、水位の上昇傾向は以前より

も緩やかになっている事から、引き続き、周辺地域における地

下水の関連情報を収集し継続観測する必要がある。 

 

・なお、過年度から周辺の観測井と異なる挙動を示すＷ－２４に

ついては、観測井としての適用性と観測継続の要否を検討する

ためＷ－２４の近隣に設置したＷ－２４’の挙動が、周辺の観

測井の挙動と高い類似性を有する事を確認できたため、観測を

終了することでよいと考える。 

 

・上記以外の浅層地下水位及び深層地下水位については、大きな

経年変化は見られず、東京外かく環状道路の工事による影響は

認められない。 


